
 

 

１．科目名（単位数） 生理学 （4 単位） 

３．科目番号 GELA2322 

２．授業担当教員 青木 武生 

４．授業形態 
講義、ディスカッション、ならびに意見発表。生理学に関する簡単

な実験。 
５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 

第一種衛生管理者免許の取得希望者は、本科目のほかに、労働衛生学、健康管理学（健康相談活動を含む）、

労働法（労働基準法）、労働安全衛生法（じん肺法を含む）をすべて修得する必要がある。 

７．講義概要 

医療分野の多極化がすすみ、数多くの co-medical の新しい職種が誕生している。人体に関係のある仕事に

携わる人々にとって人体生理学は大変大切である。職場の労働者の健康管理や快適な職場環境づくりを行う

ための衛生管理者や福祉専門職・心理専門職にとって、この生理学は欠かすことのできない科目であるが、

難解な科目でもある。しかし、まず、人体の全般にわたって理解を深め、その上で、専門的な知識を習得し

ていくことが大切である。 

本科目では、人体各部の組織、器官・器官系それぞれの生理機能を理解し、それらが統合された個体として

の人体活動について、疾病とも関連させて学ぶ。 

８．学習目標 

学生には下記について学び、説明できるようになることが期待される。 

１．人体各部の組織・器官・器官系の名称とその位置を確認する。 

２．生体内の諸組織・器官の機能について理解できるようになる。 

３．生体内の諸組織・器官の神経系による調節について理解できるようになる。 

４．生体内の諸組織・器官の内分泌系による調節について理解できるようになる。 

５．神経系・免疫系・自律神経系を介する生体防御について理解できるようになる。 

６．生体機能を健康的に維持する方法について理解できるようになる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

１．授業内容の復習のために、適宜提出物を求める。 

２．レポート課題①：自分がどのような考えで、本大学に入学するに至ったか、将来どのようなことがした

いのか、そのために現在どのようなことに心がけているのかについて、文章にまとめる事。（A4 版：横書き、

長さ自由、紙体で提出すること。） 

３．レポート課題②：衛生管理者や福祉専門職・心理専門職にとって、困っている人の実態を現場で把握す

ることがもっとも必要とされることであると考えるが、教科書や成書では、どのような人が困っているかに

ついては、得てして記述が少ない。例えば全国レベルのスポーツを行っている高校生や、大学生がどのよう

なことに悩み、どのように解決しているのかなどについて、様々な悩める人について調べ、文章にまとめる

事。ただし、出典を必ず記入すること。（A4 版、横書き、長さ自由、紙体で提出すること） 

例：ひきこもり、スポーツ選手のメンタルヘルスケア、外国人居住者のアイデンティティー等 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】増田敦子（著）『新訂版 解剖生理をおもしろく学ぶ』サイオ出版、2015。 

【参考書】角野 ふち『ゆるっとポップな解剖生理学 からだずかん』KADOKAWA、2024。 

澤口彰子他(著)『人体のしくみとはたらき』朝倉書店、2015。 

ニュートン編集委員会（編）『人体を支配するしくみ』ニュートンプレス、2006。 

看護 ROO HP https://www.kango-roo.com/learning/2348/ 

一歩一歩学ぶ生命科学: トップページ https://life-science-edu.net/ 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

 １．人体の組織・器官・器官系の機能をふまえて、生体丸ごとの活動について理解しているか。 

 ２．生理学と医学の他分野と関連づけて理解できているか。 

○評定の方法 

 １．授業への積極的参加度（授業ごとのレポート、発言） 40％ 

 ２．課題レポート・発表                30％ 

 ３．期末試験                     30％ 

上記のほかに、本学の規定に定められている 3/4 以上の出席が単位習得の条件であることも考慮する。 

12．受講生への 

メッセージ 

１．一方的な講義でなく、衛生管理者や福祉専門職・心理専門職にとって重要と思われるトピックスについ

て、随時、発言を求め、ディスカッションを行います。（自分の考えを、自由に述べてください） 

２．授業最後に行う小テストを事前に配布しますが、それに捉われず、授業中は授業内容の把握と、聞くこ

とに集中して下さい。 

３．レポートは、簡潔かつ要点を掘り下げたものを求めます。 

４．フェイク情報に惑わされず、データやグラフから正しい情報をよみとれるようにしましょう。 

５．疑問点や質問は後に残さず、講義時間内および直後に、必ず解決してください。 

６．予習・復習を十分行ってください。そのことがわかりやすい発表の方法の助けになります。 

７．公的なサイトの医療情報を随時紹介しますが、皆さんも関心を持ってチェックしてください。 

８．授業時間の開始は厳守します。 

９．授業中の私語、携帯電話を使用した会話やチャットを禁止します。 

13．オフィスアワー 講義時間の前後 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
イントロダクション（生理学とは何か、ホメオスタシス

とは、成長・発達と老化） 

事前学習 

「生理学」用の学習ノートを準備し、授業に臨
む意識を高める。何のために生理学を学ぶのか、

その意義を考えておく。 

事後学習 生理学の概要をまとめる。 

https://www.kango-roo.com/learning/2348/


 

 

 

第２回 細胞（構造、機能） 
事前学習 

教科書で細胞のサイズ、それを表現する単位、
細胞内小器官について調べておく。 

事後学習 細胞内小器官の機能についてまとめる。 

第３回 体液（組成、恒常性の調節） 

事前学習 教科書で体液量の割合について調べておく。 

事後学習 
細胞内液、細胞外液の組成、水分調節、脱水症
状について、実例を示しながらまとめる。 

第４回 
血液（成分と働き、造血の仕組み、赤血球の働きと寿命、

止血の仕組み） 

事前学習 
教科書で血液の成分（血球成分・血漿成分）に
ついて調べておく。 

事後学習 赤血球の機能、造血の仕組みについてまとめる。 

第５回 
血液（白血球の種類と貪食作用、体液性免疫、細胞性免
疫、胸腺と脾臓の働き） 

事前学習 
教科書で白血球の種類と貪食作用について調べ
ておく。 

事後学習 
体液性免疫と細胞性免疫、アレルギーの仕組み
についてまとめる。 

第６回 循環①（心臓の機能調節、心臓の異常） 

事前学習 
教科書で心臓の位置、構造について調べ、以前

に学習したことを思い出しておく。 

事後学習 
心臓機能の調節機序と代表的な心機能障害につ

いてまとめる。 

第７回 循環②（血管系と機能調節、血管系の異常、リンパ系） 

事前学習 
教科書で血管系・リンパ系の構造について覚え
ておく。 

事後学習 
血圧調節の機序の破綻や、高血圧症の主要原因
についてまとめる。 

第８回 呼吸①（呼吸器の構造と機能調節） 
事前学習 教科書で気道・肺の構造について調べておく。 

事後学習 呼吸の調節機構についてまとめる。 

第９回 呼吸②（ガス交換、呼吸器系の異常） 

事前学習 
教科書で吸気・呼気中のガス成分について調べ
ておく。 

事後学習 
様々なデータやグラフを踏まえて、呼吸器系機
能についてまとめる。 

第１０回 消化①（消化器系の構造と機能調節） 
事前学習 教科書で消化器系の位置・構造を調べておく。 

事後学習 消化管の運動についてまとめる。 

第１１回 消化②（消化、吸収、消化管ホルモン） 

事前学習 
教科書で消化・吸収の意味、消化酵素の機能に
ついて調べておく。 

事後学習 
消化運動に関与するホルモンについてまとめ
る。 

第１２回 
栄養と代謝（栄養素、エネルギー代謝、三大栄養素の代
謝、ビタミン） 

事前学習 
教科書で 5 大栄養素、ビタミンの機能について
調べておく。 

事後学習 
解糖系と TCA 回路、糖質・タンパク質・脂質の
代謝、ビタミンの作用についてまとめる。 

第１３回 まとめとディスカッション第 1 回ミニテスト 
事前学習 

第 1回～第 12回で学んだことについて学生間で

ディスカッションし、簡単なテストを行う。 

事後学習 テスト結果について、誤っていた項目を再学習。 

第１４回 
体温（体温の生理的変動、熱産生、熱放散、発熱中枢、
熱中症） 

事前学習 
教科書で体温調節について調べておくととも

に、体温を様々な部位、時刻で測定しておく。 

事後学習 
体温の調節機構、熱中症と発熱の機序をまとめ

る。 

第１５回 
腎・泌尿器（腎臓の機能、糸球体ろ過、尿細管再吸収、
体内の水分・血圧調節機構） 

事前学習 教科書で腎臓の構造を調べておく。 

事後学習 
尿形成の機序・水分・血圧調節機構と腎臓障害

についてまとめる。 

第１６回 
内分泌系①（内分泌腺とホルモン、ホルモン分泌調節機

序、視床下部・下垂体の働き） 

事前学習 
教科書で内分泌器官の構造について調べてお
く。 

事後学習 
内分泌の刺激機構、フィードバックによる抑制
機構についてまとめる。 

第１７回 

内分泌系②（甲状腺ホルモン、パラソルモン、副腎皮質

ホルモン、副腎髄質ホルモン、膵臓ホルモン、消化管ホ
ルモン、性ホルモン） 

事前学習 
教科書で関係するホルモンとその生理的作用に
ついて調べておく。 

事後学習 
ホルモンの生理的効果と病理学的側面について
まとめる。。 

第１８回 
骨とカルシウム代謝（構造、骨吸収･骨形成、骨代謝と
ホルモン、骨粗鬆症とは？） 

事前学習 教科書で骨の構造を調べておく。 

事後学習 
骨形成・骨吸収の機序と、関連する器官・ビタ
ミン・ホルモンについてまとめる。 

第１９回 筋肉①（骨格筋：筋収縮の機序、運動の神経支配） 

事前学習 
教科書で横紋筋（骨格筋）と平滑筋（内臓筋）

の形態的特徴を復習しておく。 

事後学習 
骨格筋収縮に関係する分子とその収縮機序に関

する、最新の情報を理解する。 

第２０回 
筋肉②（筋収縮の種類、筋と腱のセンサー、筋収縮のエ
ネルギー） 

事前学習 
教科書で筋収縮の調節に関する生理的機構につ
いて調べておく。 

事後学習 様々な反射のしくみについてまとめる。 

第２１回 まとめとディスカッションと第２回ミニテスト 
事前学習 

第 14 回～第 20 回で学んだことについて学生間
でディスカッションし、簡単なテストを行う。 

事後学習 テスト結果について、誤っていた項目を再学習。 

第２２回 神経系①（神経細胞の形態、活動電位、神経伝導・伝達） 事前学習 生物系の授業等で学習した神経細胞の構造の特



 

 

徴について復習しておく。 

事後学習 
神経の興奮と伝達の機序、その速度との関連性
についてまとめる。 

第２３回 
神経系②（中枢神経系：大脳皮質の機能局在、大脳辺縁

系、間脳、脳幹、小脳、脊髄） 

事前学習 教科書で脳・脊髄の構造を復習しておく。 

事後学習 
大脳の機能分化および脊髄反射、それらの障害
に伴う症状をまとめる。 

第２４回 神経系③（自律神経系、末梢神経、下行路、上行路） 

事前学習 
教科書で末梢神経系（遠心性、求心性）と自律
神経の特徴を調べておく。 

事後学習 
末梢神経系（自律神経も含む）の障害に伴う各

種症状をまとめる。 

第２５回 感覚①（感覚の種類、感覚受容器と伝導、体性感覚） 

事前学習 
教科書で五感とは何か、感覚刺激の感受、伝導・

伝達と脳機能との関係について調べておく。 

事後学習 
体性感覚の種類と、脳への上行路についてまと
める。 

第２６回 感覚②（特殊感覚） 

事前学習 
教科書で特殊感覚の感覚受容部位を把握してお
く。 

事後学習 
特殊感覚（視覚、聴覚、嗅覚、味覚、平衡感覚）
の特徴とそれらの障害についてまとめる。 

第２７回 生殖①（性に関するホルモン調節と性周期） 
事前学習 

教科書で男・女の生殖器の構造について復習し
ておく。 

事後学習 性周期とホルモンとの相互関係をまとめる。 

第２８回 生殖②（性分化、二次性徴、受精・分娩） 

事前学習 
教科書で受精、胎児の成長、分娩の過程を調べ
ておく。 

事後学習 
性分化、二次性徴と性ホルモンとの関連をまと

める。 

第２９回 パワーポイントによる課題発表 
事前学習 

事前提示された課題についてまとめ、各自パワ

ーポイントを作成する。 

事後学習 課題の発表内容について総括する。 

第３０回 まとめ 

事前学習 課題に対するレポートの作成。 

事後学習 

生理学全般について質疑・応答、ディスカッシ

ョンを取り入れてまとめたレポートを作成し、
提出する。 

期末試験 

 


